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SuperDARNレーダーと EISCATレーダー観測に見られる電離圏波状構造の比較解
析

Comparison of ionospheric wave-like structures observed by SuperDARN radar and EIS-
CAT radar
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SuperDARN (Super Dual Auroral Radar Network)は極域に配備された複数の大型短波レーダーからなるネットワークで
あり、広域での同時観測が可能である。各レーダーは電離圏電子密度の揺らぎによる電波散乱を利用し観測を行ってい
る。斜め上方に送信された電波は電離圏で屈折し、地上で反射され同経路をたどって受信される。このようにして観測さ
れた地上散乱エコーのなかに、受信強度の時系列が波状構造を示すものがある。これは電離圏に電子密度の疎密構造が
発生し、その構造が干渉縞のように短波レーダー観測に写し出されたものと考えられており、移動性電離圏擾乱 (TIDs)
と呼ばれる電離大気波動の現れであると考えられている。
一方、EISCATレーダーはスカンジナビア半島とスヴァールバル諸島ロングイアビンに設置された 3つの非干渉性散

乱レーダーの総称である。地上からほぼ鉛直方向に打ち出された電波は、電離圏に存在する電子の熱的揺らぎにより散
乱を受ける。こうして戻ってきた電波から、電子密度やイオン速度などのパラメータを得ることができる。EISCATレー
ダー観測においても各パラメータの時系列に波状構造が現れており、やはり移動性電離圏擾乱によるものとされている。

SuperDARNレーダーのうち、フィンランドに配置された Hankasalmiレーダーの観測視野は EISCAT KSTレーダーの
観測領域を含んでいる。さらに、SuperDARNレーダー地上散乱波の電離圏での反射位置は明確には決定できないもの
の、シミュレーションなどにより割り出された反射位置は EISCAT KSTレーダーの観測領域付近であることが期待され
る。本研究ではこれらのレーダーデータがどのような相関関係を持っているかを明らかにし、TIDsの観測原理を明らか
にすることを目的をしている。

2001年 12月 13日のイベントでは、SuperDARNレーダーと EISCATレーダーそれぞれの観測データにはっきりとし
た波状構造があらわれている。時間帯は 1100 UTから 1600 UT、高度は 200 kmから 250 kmであり、冬の昼間に電離圏
F層で頻繁に観測される典型的な TIDsであると考えられる。本講演ではこのイベントを対象に、SuperDARNレーダー
による電波受信強度と EISCATレーダーから得られる電子密度分布の相関に対する解析結果を報告する。


